
土木用語解説 

 
状態空間モデルとは、状態量の時間発展を記述

するシミュレーションモデルと状態量と関連する

観測情報を用いて、システムモデルと観測モデル

を合わせたモデルである。状態量とは、貯流量や

水深などシミュレーションモデルの状態を表現す

る変数を状態量と呼ぶ。

状態空間モデルは、線形・非線形、ガウス型・

非ガウス型に分類される。

 線形モデルとは、目的変数と説明変数の間にあ

る線形の関係を記述する数理モデルといい、一方、

そうでないものを非線形モデルと呼ぶ。また、ガ

ウス分布とは、最も一般的な釣鐘型の確立分布で

あり、ガウス分布に従わない分布を非ガウス分布

と呼ぶ。したがって、線形・ガウス型状態空間モ

デルとは、システムモデルおよび観測モデルが線

形であり、それらモデルの不確実性を表現するた

めのシステムノイズ、観測ノイズがガウス分布に

従う状態空間モデルである。一方、そうでないも

のが非線形・非ガウス型状態空間モデルである。
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次世代シーケンサーとは、DNA等の塩基配列

を大量に解析する装置である。従来の塩基配列解

析には、1977年に開発されたサンガー法を基に

した手法が用いられてきた。2000年半ばに短時

間で大量の塩基配列解析が可能な新型シーケン

サーが相次いで発表され、これらはまとめて「次

世代シーケンサー」と呼ばれるようになった。サ

ンガー法では一度に一つのDNA断片しか解析で

きなかったが、次世代シーケンサーでは何百万も

のDNA断片を同時に解析することが可能である。 

迅速かつ簡便に大量の塩基配列情報の取得ができ

るようになり、微生物解析にも活用されている。
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